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の
水
」、
兵
庫
県
西
宮
市
灘
の
酒
を
広
め

た
「
宮
水
」、
神
戸
市
の
「
布
引
渓
流
」
は
、

六
甲
山
に
源
を
発
し
、
渓
谷
美
が
素
晴
ら

し
い
。「
布
引
・
市
ケ
原
を
美
し
く
す
る

会
」
が
保
全
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
波
毛
康
宏
著
『
淡
路
島
の
清
水
』（
教
育

出
版
セ
ン
タ
ー 

１
９
８
６
）
に
は
、「
閼
伽
井
」、

「
種
井
」、「
桜
井
の
清
水
」、「
命
か
え
の

水
」、「
は
ね
土
の
清
水
」、「
恋
の
清
水
」

を
捉
え
る
。「
命
か
え
の
水
」
は
、
慶
蓮

上
人
が
「
仏
様
、
私
の
命
と
引
き
か
え
に
、

こ
の
寺
と
住
民
の
た
め
に
水
を
お
恵
み
く

だ
さ
い
」
と
祈
り
、
息
絶
え
た
。
堂
の
所

に
水
が
湧
き
出
た
と
い
う
。「
恋
の
清
水
」

は
小
さ
な
森
の
中
に
あ
り
、
恋
の
森
と
い

わ
れ
、
恋
が
成
立
す
る
泉
。
和
歌
山
県
中

辺
路
町
の
「
野
中
の
清
水
」、
和
歌
山
市

の
「
紀
三
井
寺
の
三
井
水
」
は
と
も
に
名

水
百
選
で
あ
る
。

６
　
中
国
の
名
水

　
島
根
県
淀
江
町
の
「
天
の
真
名
井
」
は
、

幅
約
15
ｍ
、
奥
行
き
約
５
ｍ
ほ
ど
の
清
水

で
、
そ
の
下
流
は
泉
川
と
な
り
、
宇
田
川

に
合
流
す
る
。「
ア
メ
ノ
マ
ナ
イ
」
と
は
、

清
浄
な
水
に
つ
け
ら
れ
る
最
大
級
の
敬

称
。
古
代
か
ら
絶
え
ず
湧
出
し
、
宇
田
川

平
野
開
発
の
動
脈
と
な
っ
た
。
今
で
も
昭

和
用
水
、
簡
易
水
道
の
水
源
で
あ
る
。
島

根
県
隠
岐
の
島
・
島
前
に
あ
る
「
天
川
の

水
」
は
静
水
寺
境
内
の
一
角
に
湧
出
し
、

生
活
用
水
、
農
業
用
水
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
出
雲
大
社
の
祭
を
清
め
る
「
真
名
井

の
清
水
」、「
井
戸
神
社
」
等
を
語
る
川
上

誠
一
著
『
し
ま
ね
水
の
旅
』（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

１
９
９
４
）
は
、
島
根
の
水
の
文
化
を
追
う
。

　
岡
山
県
八
束
村
の
「
塩
釜
の
冷
泉
」
は
、

蒜
山
の
裾
か
ら
湧
出
し
、
地
元
塩
釜
奉
賛

会
が
管
理
し
て
お
り
、
村
内
約
６
０
０
世

帯
の
生
活
用
水
に
な
っ
て
い
る
。
岡
山
藩

主
池
田
氏
の
御
用
水
で
あ
っ
た
岡
山
市
の

「
雄
町
の
冷
泉
」
は
子
宝
に
恵
ま
れ
る
と

い
う
。
上
斎
原
村
の
「
岩
井
」
が
百
選
で

あ
る
。
川
端
定
三
郎
著
『
岡
山
の
名
水
』

（
日
本
文
教
出
版 

１
９
８
９
）
は
、
備
前
（「
岩

間
の
井
戸
」「
報
恩
産
湯
の
井
戸
」「
八
つ

の
功
徳
水
」）、
備
中
（「
倉
敷
代
官
所
井

戸
」「
下
津
井
の
井
戸
群
」「
吉
備
公
産
水

井
」）、
美
作
（「
久
世
の
高
清
水
」「
八
頭

竜
王
の
薬
水
」「
法
然
上
人
産
湯
井
」）
の

各
地
の
名
水
歴
史
を
詳
細
に
捉
え
る
。

　
広
島
県
府
中
町
の
「
出
会
清
水
」
は
、

湧
水
の
あ
る
岩
の
下
は
飲
み
水
に
、
次
の

囲
い
は
米
や
野
菜
の
洗
い
場
に
、
最
後
の

広
い
囲
い
は
洗
濯
用
に
利
用
さ
れ
て
い
て
、

水
の
使
用
区
分
に
は
大
変
興
味
を
引
く
。

　
山
口
県
秋
芳
町
の
「
別
府
弁
天
池
湧
水
」

は
、
カ
ル
ス
ト
地
域
に
見
ら
れ
る
湧
水
地
。

湧
水
量
１
日
約
５
万
５
０
０
０
k
を
誇
り
、

簡
易
水
道
、
農
業
用
水
、
町
営
養
鱒
場
用

水
と
し
て
利
用
さ
れ
、
地
元
住
民
が
構
成

す
る
別
府
水
上
会
議
が
保
護
管
理
す
る
。

　
山
口
県
錦
町
の
「
寂
地
川
」
は
錦
川
の

支
流
宇
佐
川
の
最
上
流
で
、
西
中
国
山
地

国
定
公
園
内
に
あ
る
。
昔
か
ら
地
元
住
民

の
飲
料
水
源
。
ワ
サ
ビ
の
栽
培
に
も
利
用

さ
れ
、
地
元
老
人
会
が
清
掃
管
理
を
行
な

う
。
山
上
の
寺
「
寂
林
院
」
に
こ
も
り
荒

行
を
行
な
っ
た
僧
の
法
力
に
よ
り
、
恐
ろ

し
い
大
蛇
を
退
治
し
た
と
い
う
「
寂
地
の

高
僧
」
の
伝
説
が
あ
る
。

　
佐
々
木 

健
著
『
広
島
・
中
国
路
水
紀
行
』

（
渓
水
社 

１
９
８
９
）
は
、
広
島
（「
あ
ま
ず

名
水
」「
羅
漢
名
水
」「
宝
剣
名
水
」）、
呉

（「
虹
村
湧
水
」「
銀
明
水
」「
い
な
り
水
」）、

そ
の
ほ
か
に
「
秋
吉
台
の
名
水
」「
石
見

銀
山
の
三
百
水
」、
倉
敷
の
「
小
野
小
町

　
前
回
に
引
き
続
き
、
日
本
の
水
を
き
れ

い
に
す
る
会
編
『
名
水
百
選
』（
ぎ
ょ
う
せ

い 

１
９
８
５
）
を
中
心
に
、
前
号
の
東
日
本

の
名
水
に
続
き
、
西
日
本
の
名
水
を
追
っ

て
み
た
い
。

５
　
関
西
の
名
水

　
滋
賀
県
彦
根
市
西
今
の
「
十
王
村
の
水
」

は
湖
東
三
名
水
の
一
つ
。
古
来
清
水
と
し

て
住
民
の
配
慮
が
払
わ
れ
、
水
源
の
近
く

に
地
蔵
堂
が
あ
り
、
湧
水
量
は
１
日
約

20‌

k
で
十
王
川
に
注
ぐ
。
伊
吹
山
の
麓
伊

吹
町
の
「
泉
神
社
湧
水
」
は
、
今
で
も
神

の
水
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る
。
京
都

は
周
囲
を
山
々
に
囲
ま
れ
、
盆
地
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
名
水
は
多
い
。
伏

見
区
の
「
伏
見
の
御
香
水
」
は
疲
労
空
腹

の
猿
曳
が
こ
れ
を
飲
ん
で
、
た
ち
ま
ち
に

元
気
に
な
っ
た
と
い
う
。
現
在
で
も
、
霊

水
と
し
て
、
病
気
平
癒
、
茶
道
、
書
道
用

に
持
ち
帰
る
。
ま
た
、
宮
津
市
文
殊
の

「
磯
清
水
」
は
天
橋
立
の
中
に
あ
る
。

　
平
野
圭
祐
著
『
京
都
水
物
語
』（
淡
交
社 

２
０
０
３
）
は
、
京
都
の
生
活
、
文
化
の
源

は
水
で
あ
り
、
茶
の
湯
、
豆
腐
、
伏
見
の

酒
、
友
禅
染
の
文
化
を
語
る
。
ま
た
、
駒 

敏
郎
著
『
京
洛
名
水
め
ぐ
り
』（
本
阿
弥
書
店 

１
９
９
３
）
は
、
１
２
０
０
年
の
精
神
文
化

を
育
む
名
水
と
し
て
牛
若
丸
息
つ
ぎ
の
水
、

醍
醐
水
、
天
之
真
名
井
、
佐
女
牛
井
な
ど

に
光
を
あ
て
た
。
大
阪
府
島
本
町
「
離
宮
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名
水
」
な
ど
を
捉
え
る
。

７
　
四
国
の
名
水

　
徳
島
県
鴨
島
町
の
「
江
川
の
湧
水
」
は
、

吉
野
川
河
口
か
ら
上
流
25
㎞
地
点
右
岸
側

に
そ
の
源
を
発
す
る
。
夏
季
が
10
℃
程

度
、
冬
季
が20

℃
前
後
と
い
う
異
状
水
温

は
、
調
査
に
よ
れ
ば
、
吉
野
川
沿
岸
の
川

島
付
近
の
厚
い
川
砂
利
層
に
停
滞
し
た
水

が
相
当
期
間
暖
め
ら
れ
、
あ
る
い
は
冷
や

さ
れ
て
、
地
下
の
定
温
層
を
通
過
し
湧
出

し
て
く
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
名

水
百
選
の
江
川
編
集
委
員
会
編
『
名
水
百

選
の
江
川
』（
鴨
島
町
教
育
委
員
会 

１
９
８
６
）

は
、
昭
和
29
年
８
月
、
県
指
定
天
然
記
念

物
指
定
の
背
景
を
語
る
。
徳
島
県
東
祖
谷

村
の
「
剣
山
御
神
水
」
は
、
剣
山
の
標
高

１
８
０
０
ｍ
の
所
に
屹
立
す
る
高
さ
約
50

ｍ
の
御
塔
石
の
下
か
ら
湧
き
出
る
。
昔
か

ら
病
気
を
治
す
若
返
り
の
水
と
言
わ
れ
、

御
神
水
は
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
多
く
含
み
長
期

間
腐
ら
な
い
。
剣
山
国
定
公
園
内
に
あ
り
、

平
家
ゆ
か
り
の
祖
谷
川
の
源
流
で
あ
る
。

　
香
川
県
小
豆
郡
池
田
町
の
「
湯
船
の
水
」

は
、
毎
年
水
不
足
に
悩
ま
さ
れ
る
小
豆
島

の
湯
船
山
の
中
腹
に
あ
り
、
昔
か
ら
貴
重

な
水
源
と
し
て
、
水
道
水
、
農
業
用
水
、

生
活
用
水
に
使
用
。
湧
水
量
は
１
日
約

４
０
０
k
で
あ
る
。
南
北
朝
時
代
、
南
朝

方
と
し
て
戦
っ
た
佐
々
木
信
胤
が
、
旱か
ん
ば
つ魃

に
よ
る
飢
饉
を
救
っ
た
霊
水
と
し
て
仏
堂

を
建
立
し
、
こ
の
湯
船
の
水
を
奉
り
、
現

世
及
び
後
世
の
冥
福
を
祈
っ
た
と
さ
れ
る
。 

　
愛
媛
県
西
条
市
の
「
う
ち
ぬ
き
」
は
、

西
条
市
内
の
至
る
所
に
み
ら
れ
る
自
噴
水
。

そ
の
量
は
１
日
９
万
k
で
、
水
の
西
条
と

呼
ば
れ
る
。
こ
の
自
噴
水
は
、
石
槌
山
山

系
に
源
を
発
す
る
加
茂
川
に
よ
り
滋
養
さ

れ
、
西
条
平
野
の
可
採
滞
水
層
中
に
あ
る
。

　　
松
山
市
南
高
井
町
の
「
杖
の
淵
」
は
、

四
国
霊
場
48
番
札
所
、
西
林
寺
の
南
西

２
０
０
ｍ
に
あ
る
。
昔
、
高
井
の
里
に
来

た
弘
法
大
師
に
、
老
婆
が
親
切
に
水
を
飲

ま
せ
た
と
こ
ろ
、
喜
ん
だ
大
師
が
杖
を
突

き
立
て
た
地
面
か
ら
水
が
湧
き
出
し
た
と

い
う
。
愛
媛
県
宇
和
町
の
「
観
音
水
」
は
、

鍾
乳
洞
か
ら
の
湧
水
で
、
肱
川
の
源
流
と

な
る
。
水
量
は
１
日
１
万
k
に
達
す
る
。

　
高
知
県
越
智
町
の
「
安
徳
水
」
は
、
県

立
自
然
公
園
横
倉
山
の
頂
上
か
ら
湧
き
出

し
、
山
伏
修
験
者
の
清
め
の
水
に
使
わ
れ

た
。
屋
島
の
合
戦
に
敗
れ
た
平
家
が
こ
の

山
に
生
き
延
び
、
安
徳
天
皇
の
飲
み
水

と
し
た
と
の
伝
承
が
あ
る
。
武
市
伸
幸
著

『
土
佐
の
湧
水
』（
南
の
風
社 

１
９
９
６
）
は
、

高
知
県
内
の
名
水
を
探
訪
す
る
。
室
戸
市

の
「
岩
佐
の
清
水
」、
夜
須
町
の
「
野
中

井
戸
」、
高
知
市
の
「
円
行
寺
の
水
」、
土

佐
市
の
「
鳴
川
の
湧
水
」
な
ど
１
０
７
カ

所
の
名
水
と
滝
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

８
　
九
州
・
沖
縄
の
名
水

　
福
岡
県
浮
羽
町
の
「
清
水
湧
水
」
は
、

耳
納
山
麓
の
標
高
約
60
ｍ
の
所
に
あ
る
。

１
日
の
湧
水
量
約
１
０
０
０
k
。
こ
の
西

側
に
は
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
に
属
す
る
清

水
寺
の
本
堂
が
山
門
を
構
え
る
。
福
岡
市

東
区
の
「
不
老
水
」
は
、
仲
哀
天
皇
、
神

功
皇
后
を
祀
る
香
椎
宮
そ
ば
の
井
戸
。
側

近
く
に
仕
え
た
武た
け
の
う
ち
す
く
ね

内
宿
祢
が
、
こ
の
湧
水
・

聖
水
を
朝
夕
汲
み
、
天
皇
皇
后
に
献
上
し
、

自
ら
も
炊
飯
造
酒
に
用
い
た
の
で
三
百
余

歳
の
長
命
を
保
っ
た
と
い
う
。
福
岡
県
編

『
福
岡
県
文
化
百
選
７
水
編
』（
西
日
本
新
聞

社 

１
９
９
４
）、
歌
野
敬
ほ
か
著
『
福
岡
周

辺
の
お
い
し
い
水
』（
不
知
火
書
房 

１
９
９
３
）。

　
佐
賀
県
有
田
町
の
「
竜
門
の
清
水
」
は
、

黒
髪
山
系
よ
り
の
湧
水
で
あ
り
、
鎮
西
八

郎
為
朝
の
大
蛇
退
治
の
伝
説
が
あ
る
。
佐

賀
県
小
城
町
の
「
清
水
川
」
は
、
肥
前
の

小
京
都
と
い
わ
れ
る
小
城
町
に
流
れ
、
蛍

の
里
で
知
ら
れ
る
祇
園
川
に
合
流
す
る
。

　
長
崎
県
島
原
市
の
「
島
原
湧
水
群
」
は
、

雲
仙
山
系
に
滋
養
さ
れ
た
水
が
、
１
日
約

22
万
k
湧
出
。
浜
の
川
の
共
同
洗
い
場
は
、

住
民
た
ち
が
管
理
・
保
全
す
る
。
高
木
町

の
「
轟
渓
流
」
は
、
境
川
上
流
部
の
轟
の

滝
を
は
じ
め
多
く
の
滝
や
奇
岩
が
連
な
る
。

　
熊
本
県
宇
土
市
の
「
轟
水
源
」
は
、
江

戸
期
に
造
ら
れ
た
上
水
道
の
水
源
で
、
水

源
は
簡
易
水
道
組
合
が
管
理
、
肥
後
三
名

水
の
一
つ
。
熊
本
は
阿
蘇
山
の
伏
流
水
が

至
る
所
で
湧
き
出
る
。
熊
本
日
日
新
聞
社

編
・
発
行
『
熊
本
の
名
水
』（
１
９
９
８
）、

熊
本
の
湧
泉
研
究
会
編
・
発
行
『
熊
本
の

湧
泉
』（
２
０
０
４
）
が
あ
る
。

　
大
分
県
竹
田
市
の
「
竹
田
湧
水
群
」
は
、

大
野
川
上
流
域
に
位
置
し
、
上
水
道
、
淡

水
魚
の
養
殖
や
農
産
物
の
栽
培
に
利
用
さ

れ
て
い
る
。
庄
内
町
の
「
男
池
湧
水
群
」、

三
重
町
の
大
野
川
上
流
白
山
川
も
名
水
百

選
に
選
ば
れ
て
い
る
。
大
分
県
薬
剤
師
会

編
・
発
行
『
調
べ
て
わ
か
っ
た
お
お
い
た

の
水
の
顔
』（
２
０
０
６
）。

　
宮
崎
県
小
林
市
の
「
出
の
山
湧
水
」

は
、
霧
島
山
麓
か
ら
湧
水
量
が
１
日
８
万

k

。
綾
町
の
「
綾
川
湧
水
群
」
は
九
州
中

央
山
地
国
定
公
園
綾
照
葉
樹
林
地
帯
か
ら

の
湧
水
。
坂
口
孝
司
著
『
宮
崎
の
名
水
環

境
』（
鉱
脈
社 

２
０
０
６
）
は
、
県
内
７
つ
の

河
川
か
ら89

の
名
水
を
網
羅
す
る
。
鹿

児
島
県
屋
久
町
・
上
屋
久
町
の
「
屋
久
島

宮
之
浦
岳
流
水
」
は
、
屋
久
島
の
年
間

５
０
０
０
㎜
の
豊
富
な
降
雨
が
、
渓
谷
美

を
造
り
出
す
。
栗
野
町
の
「
霧
島
山
麓
丸

池
湧
水
」
は
、
我
が
国
最
初
の
国
立
公
園

の
霧
島
の
山
麓
か
ら
湧
出
す
る
。
か
く
の

ぶ
え
著
『
鹿
児
島
の
お
い
し
い
湧
き
水
』

（
南
方
新
社 

１
９
９
６
）
が
あ
る
。

　
沖
縄
県
玉
城
村
の
「
垣
か
き
の
は
な
ひ
ー
じ
ゃ
ー

花
樋
川
」
は
、

太
平
洋
が
一
望
で
き
る
斜
面
に
あ
り
、
女

の
泉
、
男
の
泉
の
二
つ
か
ら
な
る
。
簡
易

水
道
水
源
、
農
業
用
水
に
利
用
さ
れ
て
い

る
。
長
嶺 

操
著
『
琉
球
の
水
の
文
化
誌
』

（
沖
縄
村
落
史
研
究
所 

１
９
９
８
）、
同
著
『
沖

縄
の
水
の
文
化
誌
　
井
戸
再
発
見
』（
ボ
ー

ダ
ー
イ
ン
ク 

１
９
９
２
）
は
、
琉
球
石
灰
岩

地
質
か
ら
湧
水
す
る
井
戸
に
つ
い
て
、
詳

細
に
調
査
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
以
上
、
名
水
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
地

域
ご
と
に
歴
史
が
あ
る
こ
と
。
生
活
用
水

な
ど
に
利
用
さ
れ
、
大
事
に
守
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
水
文
化
が
継
承
さ
れ
、
里
川

と
し
て
生
き
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
名
水
と
と
も
に
放
浪
の
旅
人 

種
田
山
頭
火
に
関
す
る
佐
々
木 

健
著
『
名

水
紀
行
　
山
頭
火
と
旅
す
る
お
い
し
い
水

物
語
』（
春
陽
堂 

１
９
９
２
）、
今
津
良
一
文

『
山
頭
火
と
歩
く
名
水
』（
小
学
館 

２
０
０
０
）

か
ら
、
山
頭
火
の
名
水
五
句
を
掲
げ
る
。

貧
し
さ
は
水
を
飲
ん
だ
り
花
を
眺
め
た
り

　
　
　（
昭
和
７
年
　
山
口
県
小
郡
町
）

風
か
を
る
信
濃
の
国
の
水
の
よ
ろ
し
さ

　
　
　（
昭
和
11
年
　
長
野
県
佐
久
市
）

水
音
の
た
え
ず
し
て
御
仏
と
あ
り

　
　
　（
昭
和
11
年
　
福
井
県
永
平
寺
町
）

あ
の
水
こ
の
水
の
天
竜
と
な
る
水
音

　
　
　（
昭
和
14
年
　
長
野
県
伊
那
市
）

落
葉
す
る
こ
れ
か
ら
水
が
う
ま
く
な
る

　
　
　（
昭
和
15
年
　
愛
媛
県
松
山
市
）

　
　
　
　
　
　


